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　本町小学校で毎年恒例の製茶体験が行われ、子どもたち

が地域の人や保護者に教わりながら製茶に挑戦しました。

　午前中は、全校児童60人がグラウンド横にある茶畑で

茶摘みを体験。「夏も近づく八十八夜♪」と歌いながら柔

らかい若葉を１枚１枚摘み取り、２時間ほどで鮮やかな黄

緑色の葉で籠がいっぱいになりました。

　午後からは、３・４年生が釜炒りと茶もみを体験。摘み

取った葉を焦がさないように釜で混ぜながら炒り、むしろ

の上で、もむ作業を１時間半ほど繰り返しました。

　葉が乾燥し深緑色になったら完成。お茶の良い香りが広

がります。試飲した４年生の大久保静
し ず く

空さんは「いつもよ

りちょっと苦かったけど、自分たちで

作ったのでおいしかった」と満足そうな

表情でした。

／／
自分たちで摘んで炒

い

ったお茶はどんな味？

本町小学校で製茶体験
４４

2727

栖本町の河内川で

稚アユの放流
／／４４

1919

はっけよい！のこった！
河浦場所こどもすもう大会／／

５５
６６

▲町内外から約65人が参加。６つの部門で、笑いあり
涙ありの取り組みで観客を魅了

／／
知ってほしい！イルカの魅力

「五和中ブルーフレンズ～青い海の仲間たち～」が始動
４４

1919

　イルカの魅力を発信する中学生ボランティアガイド「五和中

ブルーフレンズ～青い海の仲間たち～」が、道の駅天草市イル

カセンターでデビューしました。

　これは、市五和支所が企画したもので、五和まちづくり協議

会や（一社）天草市イルカウォッチング事業者チームなどの協

力を得ながら、昨年11月から養成講座を受講。イルカの生態

や五和町の海の環境について学んできました。

　この日は初めての活動ということで、９人全員で発表。イル

カウォッチング船に乗る観光客に、自分たちで作ったスライド

を使ってイルカの魅力を伝えました。

　３年生の野﨑美
み う

羽さんは「緊張したけど、お客さんの反応が

良く楽しかった」と話していました。

春の田園風景を楽しむ

有明フットパス楠甫コース

▲江戸時代の干拓の歴史を中心に学
びながら歩く6kmのコース

／／４４
1919

▲７つの窯元をめぐる「ぬタンプラリ
ー」も。どれもすてきで迷うな～

▲約3,000匹の稚アユを放流。河内
川の清流で大きくなれ！

▲参加者は島民とともに地引網漁などを体験。夕暮れ時
には島からの夕日を、夜のBBQでは島の恵みを堪能

倉岳町の春木ハツネさん

100歳表彰
／／５５
１１

▲「100歳でシルバーファッションショ
ーに出るのが目標」と話すハツネさん

／／４４
2626

歴史ある街並みを楽しく散策

牛深歴史ふれあい散歩

▲真浦・加世浦地区にある遺跡や歴
史ある建物を見学しながら散策

▲温泉のお湯を掛けられながら温泉街
を練り歩く女みこし

▶
「
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は
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できあがった茶葉▶

◀「天草のイルカの
すごいところ」を
説明する野﨑さん

本渡・五和地区で

春窯めぐり
／／５５２２～～

５５／／６６

今年で最後の開催

新和町で宮地浦湾仕切り網体験
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▲九州の大学生約700人が全国大会出場を懸け22種目
の競技を展開。3,000m障害で水

すいごう

濠を越える選手たち

あましんスタジアムで

九州学生陸上競技対校選手権大会
／／

５５
８８ ／／

５５
1010～～

温泉の恵みに感謝

天草町で下田温泉祭
／／５５

1010

御所浦の横浦島でテント泊

よこうらじまキャンプ2026
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